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【学術論文】

「マタニティ教室におけるアンケート調査」／小児保健研究会、1984年、共著。
「助産婦活動の変遷―戦時中の妊産褥婦の食生活と保健指導から―」、1993年、共
著。

「介護保険制度改正における介護支援専門員の課題～住環境整備の視点から～」／
『福祉研究論集』5号、2006年3月、単著。

「介護福祉士養成課程への導入教育―サービスプログラム「整容福祉」の活用を巡る
経緯と課題」／『日本介護福祉教育学会発表論文集』、2008年8月、共著。

「「整容福祉」に期待する教育効果と課題について」／『日本介護福祉教育学会発表論
文集』、2008年8月、共著。

「地域ケアシステムにおける高齢者の整容行為への支援活動―「整容福祉」の活用
を通して」／『徳山大学総合研究所紀要』第31号、2009年3月、共著。

「A県における国民健康保険入院データ1年分の解析」／『徳山大学総合研究所紀要』
第31号、2009年3月、共著。

「「整容福祉」の教育効果と課題～学生のレポート分析を通して」／『日本介護福祉教
育学会発表論文集』、2009年8月、共著。

【国内学会発表】

「健康で住みよい町づくりをめざしての保健婦活動① 家庭看護教室の試み」／『第27
回日本公衆衛生学会近畿地方会抄録集』、1988年6月、共同。

「要介護高齢者を受け入れる途中同居家族のケアマネジメントに関する考察―保健師
の課題と役割について」／『第64回日本公衆衛生学会抄録集』、2005年9月、単独。

「認知症高齢者の化粧行為に関する介護職員の意識調査」／『第64回日本公衆衛生学
会抄録集』、2007年10月、単独。

「介護福祉士養成過程における導入教育の検討～「整容福祉」を用いて」／『第15回
日本介護福祉学会抄録集』、2007年8月、共同。

「社会福祉士と介護福祉士における本質・機能・役割の相互関係に関する考察」／
『第15回日本介護福祉学会抄録集』、2007年8月、共同。

「「整容福祉」における介護福祉教育①―学習経験が異なる学生の比較から考える授
業課題―」／『第16回日本介護福祉学会抄録集』、2008年11月、共同。

「「整容福祉」における介護福祉教育②―ブレーンストーミングを用いての「整容福
祉」に対する学年比較」／『第16回日本介護福祉学会抄録集』、2008年11月、共同。

【その他】

「2歳児歯科健診における意義と効果について」京都府保健婦協議会、1994年2月、
共著。

「寝たきり老人の介護実態を知る」／京都府保健婦協議会、1996年～1997年、共著。

研究課題1⃝若年認知症者の家族支援に関する研究
研究課題2⃝認知症高齢者における整容行為に関する研究
研究課題3⃝地域の健康支援に関する研究
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学歴

立命館大学大学院応用人間
科学研究科対人援助学領域
修士課程修了（2005）

学位

修士（人間科学）（立命館大
学、2005）

所属学会

日本地域看護学会、日本公
衆衛生学会、日本家族看護
学会、日本認知症ケア学会

専門分野

地域看護学


